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ま
る
ご
と
元
気
発
信
。

　
　
　
　
　
　
西
会
津
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

そ
ろ
っ
て
喜
び
の
笑
顔

　
普
及
会
､農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
く



２

２
０
０
５(

平
成
17)

年

　

�　

４
月
＝
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
を
目
的
に
前
三
重
県

知
事･

早
稲
田
大
学
大
学
院

の
北
川
正
恭
教
授
の
講
演
会

開
催(

約
４
０
０
人
が
聴
講
、

　

�

演
題
は｢

住
民
参
画
に
よ
る

地
域
経
営
～
住
民
自
治
基
本

条
例[

町
の
憲
法]

の
制
定｣)

、

　

�

６
月
＝
委
員
50
名
で
組
織
す

る
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
が
発
足
、
第
１
回
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
を
開
催
し

住
民
自
治
基
本
条
例
策
定

に
向
け
た
検
討
作
業
が
始
ま

る
、
７
月
＝
沖
縄
県
平
良
市

(

現
宮
古
島
市)

と
友
好
都
市

締
結

２
０
０
６(

平
成
18)

年

　

�　

３
月
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
完
成
、
４
月
＝
に
し
あ

い
づ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

開
設
、
５
月
＝
町
職
員
10
名

で
組
織
す
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
発
足
、
12
月
＝
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
試
験
放
送
を
開
始

２
０
０
７(

平
成
19)

年

　

�　

４
月
＝
に
し
あ
い
づ
水
土

里
環
境
委
員
会
設
立
、農
地･

　

�

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事

業
が
始
ま
る
、
６
月
＝
健
康

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

歩み つなぐ 未来へ。
①②③

④⑤⑥

⑦⑧⑨
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３

　

�

に
し
あ
い
づ
を
開
催
し
女
子

栄
養
大
学
の
香
川
靖
雄
副
学

長
ら
が
講
演
、
７
月
＝
西
会

津
高
校
活
性
化
対
策
協
議
会

設
置
、
11
月
＝
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
が
２
年
４
カ
月
の
検

討
を
経
て｢

西
会
津
町
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
案｣

を
町

長
に
報
告
、
12
月
＝
町
議
会

が
西
会
津
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
を
議
決

２
０
０
８(

平
成
20)

年

　

�　

３
月
＝
雇
用
促
進
住
宅
西

会
津
宿
舎
を
取
得(

４
月
か

ら
入
居
開
始)

、４
月
＝
西
会

津
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

施
行
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自

主
放
送
さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
デ
ジ
タ
ル
放
送･

デ
ー
タ

放
送
を
開
始
、
町
民
バ
ス
野

沢
坂
下
線
運
行
開
始
、
６
月

＝
町
職
員
18
名
で
町
総
合
計

画
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
組
織
、
町
民
30
名
が
委

員
と
な
る
町
総
合
計
画
検
討

会
議
を
設
置
、
８
月
＝
西
会

津
ゆ
か
り
の
佐
藤
敦
之
選
手

が
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
、
９
月
＝

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
高
度
化
事

業(

光
フ
ァ
イ
バ
ー
化)

開
始
、

　

�

10
月
＝
百
歳
へ
の
挑
戦
パ
ー

ト
Ⅳ
町
民
大
会
開
催
、
11
月

＝
健
康
な
土
づ
く
り
10
周
年

記
念
大
会
開
催

1954
～

 2014

　私たちは、今こそ一人ひとりが積極的にまちづくりに参加し、ともに助け合い、｢すべてにやさしい健康のまち

にしあいづ」を目指して、町民の英知を結集し、厳しくても力強く着実に前進していかなければなりません。

　そのため、愛する郷土西会津のまちづくりについて、町民が主役となり、町民と議会と行政の三者が、

互いに信頼を深め、それぞれが役割と責任を自覚し、｢協働によるまちづくり」を進めていく基本的な考え方と

しくみを明らかにするため、ここに西会津町まちづくり基本条例を制定します。

西会津町まちづくり基本条例前文（一部略）� 平成20年４月１日施行

⑩

　

平
成
17
年
６
月
、
町
の
憲
法
に
位

置
付
け
ら
れ
る｢

ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例｣

の
策
定
作
業
が
始
ま
り
ま
し

た
。｢

ま
ち
づ
く
り
委
員
会｣
の
50
名

の
委
員
の
皆
さ
ん
は
２
年
４
カ
月
に

わ
た
っ
て
検
討
を
重
ね
、
条
例
案
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。
基
本
条
例
は
平

成
19
年
12
月
の
町
議
会
で
議
決
さ
れ
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
例
づ
く
り
の
作
業
そ
の

も
の
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
に
な
り
ま
し
た
。

　写真＝①住民参画の重要性を講演した北川教授[平成17年]／②③第１回まちづく
り委員会[同]／④平良市との友好都市締結式[同]／⑤テレワークセンターでのＩＴ
活用講座[平成18年]／⑥デジタル放送開始記念ケーブルテレビフェア[平成19年]／
⑦⑧健康講演会･シンポジウムinにしあいづ(⑦はノルディックウォーキング実技体
験)[同]／⑨まちづくり委員会でのグループ討議結果発表[平成18年]／⑩まちづく
り基本条例骨子案の奥川地区町民説明会[平成19年]／⑪まちづくり委員会の新田勉
会長が町長にまちづくり基本条例案を報告[同]／⑫まちづくり基本条例を解説する
手引きを全戸配布[平成20年]／⑬新町集会所での佐藤敦之選手大応援会[同]／⑭健
康な土づくり10周年記念大会で講演するエーザイ生科研㈱の中嶋大地会長[同]

⑬

⑪⑫

⑭



４

２
０
０
９(

平
成
21)

年

　

�　

１
月
＝
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
２
号
館
開
設
、３
月
＝
林

道
青
坂
芝
倉
線
全
線
開
通
、４

月
＝
町
消
防
支
援
隊
が
隊
員

２
４
２
名
で
発
足
、５
月
＝
町

消
防
団
が
福
島
民
報
社
表
彰･

民
報
金
ば
れ
ん
受
賞
、８
月
＝

伊
藤
勝
町
政
が
ス
タ
ー
ト
、10

月
＝
第
１
回
小
学
校
適
正
配

置
審
議
会
開
催
、11
月
＝
萱
本

出
身
の
新
田
正
夫
さ
ん
に
名

誉
町
民
顕
彰
を
贈
呈

２
０
１
０(

平
成
22)

年

　

�　

４
月
＝
町
総
合
計
画
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
ス
タ
ー
ト
、

　

�

町
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が

｢

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん｣

に
決
ま
る
、

　

�

５
月
＝
小
学
校
適
正
配
置
審

議
会
が
小
学
校
を
１
校
に
統

合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

町
に
答
申
、７
月
＝
芝
草
保
育

所
で
一
時
保
育
事
業
開
始
、８

月
＝
無
料
職
業
紹
介
所
開
設
、

　

�

10
月
＝
第
１
回
小
学
校
統
合

推
進
委
員
会
開
催
、
12
月
＝

大
雪
に
よ
り
国
道
49
号
で
車

両
約
３
０
０
台
が
立
ち
往
生

し
自
衛
隊
が
災
害
派
遣
出
動

２
０
１
１(

平
成
23)

年

　

�　

３
月
＝
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
町
で
は
震
度
５
弱
を

観
測
、さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
に

避
難
所
を
開
設
、６
月
＝
集
落

支
援
員
配
置
、７
月
＝
新
潟･

福
島
豪
雨
に
よ
り
町
内
に
被

害
発
生
、
11
月
＝
野
沢
、
尾

野
本
、
群
岡
、
新
郷
、
奥
川

各
小
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

６０年の歩み

③

④

⑤⑥⑦

②①
　写真＝①名誉町民顕彰を受ける新田正
夫さん[平成21年]／②消防支援隊発足式
[同]／③小学校適正配置審議会が小学
校統合を答申[平成22年]／④｢こゆりちゃ
ん｣に町キャラクターの愛称決定[同]／⑤

新潟･福島豪雨(山郷発電所下流)[平成23
年]／⑥東日本大震災で南相馬市から避難
した阿部真奈実さんに｢卒業称書｣を贈る
伊藤町長[同]／⑦国道49号藤峠の車両立
ち往生(国土交通省提供)[平成22年]

60th  Anniversary 

西会津町誕生60周年特集 歩み つなぐ 未来へ。
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５

　

合
併
後
の
昭
和
32
年
１
月
、
町
で

は
郷
土
史｢

西
会
津
町｣

を
刊
行
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
刊
行
と
し
て

は
県
内
第
１
号
で
、
２
月
１
日
の
産

経
新
聞
福
島
版
で
報
道
さ
れ
、
さ
ら

に｢

週
刊
朝
日｣

４
月
７
日
号
に
書
評

が
載
り
ま
し
た
。

　

す
る
と
反
響
は
大
き
く
、
農
林
省
、

広
島
市
を
皮
切
り
に
文
部
省
、
高
知

県
、
和
歌
山
県
か
ら
照
会
が
あ
り
、

問
い
合
わ
せ
は
全
国
か
ら
に
及
ん
で
、

当
時
、
教
育
長
の
青
津
勇
氏
は｢

館

報
に
し
あ
い
づ｣

第
１
号(

昭
和
32
年

５
月)

で｢

郷
土
史
は
町
民
の
た
め
の

も
の｣

と
題
し
て｢

町
民
に
は
誠
に
貴

重
な
得
難
い
記
念
の
書｣

と
い
う
談

話
を
発
表
し
、
品
切
れ
に
な
る
前
に

購
入
す
る
よ
う
求
め
た
そ
う
で
す
。

[

町
史
第
２
巻･

通
史
Ⅱ
近
代･

現
代

よ
り] 西

会
津

�

ヒ
ス
ト
リ
ー

２
０
１
２(

平
成
24)

年

　

�　

２
月
＝
町
農
林
産
物
加
工�

研
修
所
開
所
、
４
月
＝
デ
マ

ン
ド
バ
ス
運
行
開
始
、
西
会

津
小
学
校
開
校
式(

全
校
児

童
２
７
２
名)

、
横
浜
市
鶴

見
区
と
友
好
交
流
協
定
締
結
、

　

�

７
月
＝
第
50
回
い
い
で
の
集

い
開
催
、
11
月
＝
町
民
参
加

型
健
康
ま
つ
り
を
初
開
催

２
０
１
３(

平
成
25)

年

　

�　

６
月
＝
町
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
配
置
、
９
月
＝
西

会
津
小
学
校
新
校
舎
新
築
工

事
着
工
、
10
月
＝
旧
奥
川
小

学
校
を
改
修
し
た
奥
川
み
ら

い
交
流
館
が
オ
ー
プ
ン
、
野

沢
駅
開
業
１
０
０
周
年
祝
賀

セ
レ
モ
ニ
ー
開
催
、
横
浜
市

鶴
見
区
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
オ
ー
プ
ン

２
０
１
４(

平
成
26)

年

　

�　

２
月
＝
埼
玉
県
三
郷
市
と

災
害
時
相
互
応
援
協
定
を

締
結
、
３
月
＝
橋
屋
橋
建
設

工
事
起
工
式
、
４
月
＝
に
し

あ
い
づ
観
光
交
流
協
会
設
立
、

　

�

６
月
＝
第
１
回
総
合
計
画
検

討
会
議
を
開
催
し
町
総
合

計
画
・
後
期
基
本
計
画
の

策
定
作
業
ス
タ
ー
ト
、
町
消

防
団
が
福
島
民
友
新
聞
社
・

民
友
旗
を
受
賞
、
９
月
＝
町

民
憲
章
を
町
議
会
が
議
決
、

10
月
＝
に
し
あ
い
づ
健
康
ミ

ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会
が
豊
か

な
む
ら
づ
く
り
顕
彰
・
全
国

表
彰
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞

　写真＝⑧デマンドバス出発セレ
モニー[平成24年]／⑨奥川みらい
交流館オープン式[平成25年]／⑩

西会津小学校開校式[平成24年]
／⑪鶴見区と友好交流協定締結
[同]／⑫西会津小学校新校舎建
築工事安全祈願祭[平成25年]／
⑬三郷市と災害時相互応援協定締
結[平成26年]／⑭野沢駅開業100
周年祝賀セレモニー[平成25年]

　

平
成
21
年
８
月
に
伊
藤
町

政
が
ス
タ
ー
ト
。
同
年
10
月

か
ら
は
小
学
校
の
適
正
配
置
に
向
け

た
検
討
が
始
ま
り
、平
成
22
年
５
月
、

小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
は
５
回
の

会
議
を
経
て
、
早
期
に
小
学
校
５
校

を
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
町
に
答
申
し
ま
し
た
。
町
は
こ

れ
を
踏
ま
え
、
小
学
校
統
合
に
向
け

た
作
業
を
進
め
、
平
成
24
年
４
月
、

旧
野
沢
小
学
校
を
校
舎
に
西
会
津
小

学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
平
成
25
年

９
月
に
は
西
会
津
小
新
校
舎
の
建
築

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
以
降
は
相
次
ぐ
災
害
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
同
年
12
月
、
大

雪
に
よ
り
国
道
49
号
で
車
両
約
３
０

０
台
が
動
け
な
い
状
況
に
な
り
自
衛

隊
が
災
害
派
遣
出
動
し
ま
し
た
。
翌

23
年
３
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災･
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
年
７
月
に
は
記

録
的
な
新
潟･

福
島
豪
雨
が
町
内
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

⑧⑩ ⑨

⑪

⑫

⑬ ⑭



６

　
　
　
　

�

車
通
学
だ
っ
た
小
学
生
の

と
き
、
大
山
衹
神
社
の
参

拝
客
が
乗
っ
た
臨
時
列
車

が
何
本
も
走
る
６
月
に
、
幼
な
じ
み

と
間
違
っ
て
臨
時
列
車
に
乗
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
。
二
十
歳
の
と
き
友
人
と
、
い

い
で
の
集
い
に
参
加
し
た
こ
と
も
思

い
出
で
す
。

　

昭
和
51
年
の
春
、真
ヶ
沢
に
嫁
ぎ
、

祖
父
の
病
の
た
め
、
す
ぐ
に
農
業
に

携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
無
理

だ
と
思
い
な
が
ら
今
日
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
家
族
や
集
落
の
皆

さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

　

町
農
業
委
員
会
主
催
の
ト
ラ
ク

タ
ー
の
免
許
取
得
に
参
加
し
た
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
成
12
年
11

列

月
、
矢
吹
町
の
県
農
業
短
期
大
学
校

で
３
日
間
特
訓
し
、
４
日
目
に
技
能

試
験
に
臨
み
ま
し
た
。
自
分
で
も
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
合
格
し
、
大
型
特

殊
免
許
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
緒
に
免
許
を
取
っ
た
人
た
ち
と
は

今
で
も
時
々
会
い
、
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
と
の
出
会
い
は
、

年
々
収
穫
量
が
減
り
、
ト
マ
ト
栽
培

を
や
め
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
と
き

で
し
た
。
土
壌
分
析
の
結
果
、
中
嶋

先
生
か
ら｢

土
が
死
ん
で
い
る｣

と
指

摘
さ
れ
、
土
づ
く
り
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
栽
培
し
た
と
こ
ろ
収
穫
量
は

増
加
し
ま
し
た
。
夫
と
ト
マ
ト
作
り

を
継
続
で
き
た
の
は
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
た
び
、
に
し

あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普
及
会

の
取
り
組
み
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
魅
力
は
、
土
に
触
れ
、
そ

し
て
自
然
の
中
で
癒
や
さ
れ
な
が
ら

仕
事
が
で
き
る
こ
と
で
す
。｢

お
い

し
い｣

と
言
わ
れ
る
と
励
み
に
な
り
、

買
っ
て
も
ら
っ
た
人
に
さ
ら
に
満
足

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
一
生
懸
命

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
、

農
業
や
食
が
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

西
会
津
町
は
、
大
勢
の
人
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
「
行
政
に
お
願
い
す
れ
ば
何
と
か

し
て
く
れ
る
」
と
思
っ
て
生
活
し
て

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
に
直
面
す
る
今
、
一
人
一

人
で
き
る
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

60
歳
の
誕
生
日
は
、
子
ど
も
た
ち

み
ん
な
に
祝
っ
て
も
ら
い
、
思
い
出

深
い
日
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が

し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
、

若
者
た
ち
に
自
然
、
古
里
を
残
し
、

つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
真
ヶ
沢
に
も
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ

え
る
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
が
で
き
ま
し
た
。

私
も
奥
川
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
ト
マ
ト
の
直
売
を

続
け
、
家
族
や
集
落
の
皆
さ
ん
と
共

に
古
里
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　平成９年10月に西会津町で開催された
第２回ふるさといきいき村づくり全国サ
ミットで農業科学研究所の中嶋常

とど む
允所長

が｢土と食物といのち｣と題して講演し(写
真)、｢健康な体は健康な食べ物から、健
康な食べ物はミネラルを含んだ健康な土か
ら｣と提唱しました。このサミットをきっ
かけに中嶋所長から指導を受け、ミネラル
野菜栽培が始まりました。

矢部 律子さん［真ヶ沢]

やべ・りつこ　尾登生まれ

1ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

奥
川
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

で
き
る
限
り
ト
マ
ト
の
直
売
を
続
け

古
里
を
守
っ
て
い
き
た
い
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具
職
人
の
父
の
背
中
を
見

て
育
ち
ま
し
た
が
、
大
工

棟
梁
に
弟
子
入
り
し
て
修

行
し
、22
歳
の
と
き
独
立
し
ま
し
た
。

顧
み
る
と
、
経
験
が
浅
く
、
信
用
も

低
か
っ
た
当
時
、
今
思
え
ば
よ
く
会

社
を
切
り
盛
り
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

若
輩
だ
っ
た
の
で
毎
日
が
勉
強
で
、

無
我
夢
中
で
仕
事
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
家
族
、
従
業
員
、
お
客
様
に
支

え
ら
れ
、
今
年
、
還
暦
を
迎
え
る
こ

建

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

60
年
の
町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

さ
ゆ
り
公
園
整
備
や
磐
越
自
動
車
道

の
開
通
が
町
に
と
っ
て
大
き
く
、
画

期
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ゆ
り
公
園
の
場
所
は
、
以
前
、

上
小
島
、
下
小
島
共
有
の
し
ば
刈
り

山
で
、
ワ
ラ
ビ
が
た
く
さ
ん
採
れ
ま

し
た
。
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
の
辺
り
は
田

ん
ぼ
が
広
が
り
カ
モ
の
群
れ
が
泳
ぎ

回
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ゆ
り
公
園
が

で
き
る
前
の
下
小
島
は
不
便
な
集
落

で
し
た
が
、
公
園
や
道
路
が
で
き
て

様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
磐
越
道
の
開
通
に
よ
っ
て

物
流
の
効
率
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
、
移
動
時
間
の
短
縮
に
よ
り

人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
私
の
仕
事
に

は
と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
、
ほ
と
ん
ど
か
か

わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
私
に
、
尾
野
本

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
就
い
て
ほ
し

い
と
い
う
話
が
来
て
、
不
本
意
な
が

ら
引
き
受
け
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
私

に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し

た
。
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
上
で
大

切
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
当
時
、
一
緒
に
活
動

し
た
役
員
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
町
は
平
成
16
年
に
市
町
村

合
併
し
な
い
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が

携
わ
り
、
町
の
特
色
を
生
か
し
た
町

づ
く
り
が
で
き
る
点
で
合
併
し
な
く

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で
被
災
し
た
市
町
村

で
は
住
民
生
活
が
一
変
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
の
建
設
な
ど
に
か
か
わ
り
、

被
災
者
の
痛
み
、
復
興
の
困
難
さ
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
立
宣
言
に
記
さ
れ
た
よ
う
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、
魅
力
あ
る
町
を
築
き
、

次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

私
自
身
、
何
で
も
実
践
し
て
み
な
い

と
な
か
な
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
さ
ら
に
地
域
に
か
か
わ
り
、

協
働
に
つ
い
て
勉
強
し
、
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
、
長
男
が
西
会
津
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
早
く
町
に
な
じ

ん
で
仕
事
、
家
庭
両
面
で
後
を
継
い

で
も
ら
え
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

還
暦
を
機
に
、
今
後
は
今
ま
で
以
上

に
時
間
を
つ
く
っ
て
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
、
ま
た
、
何
ら
か
の
形
で
町
の

発
展
の
た
め
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　さゆり公園(野球場)の建設は、昭和55
年10月に始まりました(写真)。野球場は
同56年６月にオープンし、その後、57年
６月に多目的広場、58年５月にテニスコー
ト、59年９月に屋外プール、60年12月に
は体育館が完成し、平成元年５月12日、
町では、さゆり公園完成総合オープン記念
式典を開催しました。

60th  Anniversary 
西会津町誕生60周年特集 歩み つなぐ 未来へ。

伊勢亀 彰さん［さゆりが丘]

いせかめ・あきら　下小島生まれ
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お
世
話
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

恩
返
し
を
し
た
い
、
何
ら
か
の
形
で

町
発
展
の
た
め
役
に
立
て
れ
ば



西会津ふるさとまつり

ま
る
ご
と
元
気
発
信
。　町制施行60周年記念事業の今年度の西会津ふるさとまつりは、

ちょうど紅葉が見ごろを迎えた11月１日、２日にさゆり公園で
開かれ、町の食、農林水産物、特産品をはじめ、健康づくりな
ど西会津の元気をまるごと全国に発信しました。
　２日に行われたメインイベント｢第17回桐ゲタ投げ全国大会｣
には１０５人が参加し、小学生は７㎏、そのほかの部門では参
加者が13㎏のジャンボ桐ゲタを思い切り投げ飛距離を競いまし
た。競技途中、勢いよく投げられた桐ゲタの歯がとれるハプニ
ングがありました。今大会の一般男子の部では、10ｍ60㎝の
日本記録を持つ上野貴章さんが９ｍ61㎝の記録で、２位に約１
ｍの差をつけ昨年に続き優勝を果たしました(右写真)。そのほ
かの部門は、小学生男子が髙橋新史さん、小学生女子は板橋千
波さん、少年男子は新田健人さん、女子の部では松原美穂さん
が優勝しました。[写真＝力いっぱいジャンボゲタを投げ飛ば
す参加者]

８

第29回��西会津の文化と産業祭
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ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
町
ふ
る
さ
と
振
興

推
進
委
員
会
委
員
長
の
伊

藤
町
長
が｢
今
年
も
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
を
取
り
入
れ
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

企
画
し
ま
し
た
。
二
日
間
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い｣

と
来
場
者
を
歓
迎
し
、

威
勢
の
い
い
鏡
開
き
で
、
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
は
開
幕
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て｢

創
作
か
か
し
コ
ン

テ
ス
ト｣

が
開
か
れ
、
メ
イ
ン
会
場

に
展
示
さ
れ
た
個
性
あ
ふ
れ
る
手
作

り
か
か
し
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。
ま
た
初
日
に
は
新
イ
ベ

ン
ト｢

マ
ラ
ソ
ン
世
界
記
録
に
挑
戦｣

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
１
１
９
人
が

バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
42
・
１
９
５
㎞

を
走
り
、
マ
ラ
ソ
ン
世
界
記
録
に
挑

み
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
民
俗
芸

能
と
民
謡
の
集
い
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
健
康
が
い
ち
ば
ん

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
、
恒
例
の
桐
ゲ
タ
投

げ
全
国
大
会
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
、
新
企
画
・
西
会
津
ふ
る
さ
と

大
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
間
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
遊
覧
飛
行

で
は
、
搭
乗
者
が
空
か
ら
錦
織
り
な

す
紅
葉
の
景
色
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
町

内
の
ス
イ
ー
ツ
を
販
売
す
る
西
会
津

ま
る
ご
と
マ
ル
シ
ェ
、出
店
コ
ー
ナ
ー
、

う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
な
ど
の
ブ
ー
ス

が
並
び
西
会
津
の
秋
の
味
覚
を
求
め

る
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

オ

　

表
彰
受
賞
者
＝
①
は
大
賞･

優
勝
、

②
は
金
賞･

準
優
勝[

敬
称
略]

 

【
農
業
ま
つ
り
部
門
】▼
西
会
津
一

う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス
ト
＝
①
三
瓶
鉄

江(

コ
シ
ヒ
カ
リ･

出
戸)

、
②
荒
海
清

隆(

同･

小
綱
木)

、
江
川
誠
作(

同･

牧)

、
佐
藤
勘
一(

同･

熊
沢)

、
渡
部

栄
次
郎(

同･

出
戸)

▼
穀
類
の
部
＝

①
石
田
弘(

コ
シ
ヒ
カ
リ･

小
綱
木)

、

②
須
藤
正
光(

同･

萱
本)

、矢
部
隆
一

(

ひ
と
め
ぼ
れ･

小
屋)

▼
野
菜
の
部
＝

①
佐
藤
廣
子(

シ
ョ
ウ
ガ･

下
野
尻)

、

②
新
澤
サ
ト
ミ(

ネ
ギ･

戸
中)

、斎
藤

百
合
子(

コ
ン
ニ
ャ
ク･

上
野
尻)

、武

藤
佐
代
子(

サ
ト
イ
モ･

柴
崎)

▼
菌
茸

類
の
部
＝
①
髙
久
一
志(

生
シ
イ
タ

ケ･

柴
崎)

、②
三
留
満(

同･

青
坂)

▼

果
実
の
部
＝
②
長
谷
川
博
巳(

柿･

松

尾)

▼
農
林
産
物
加
工
品
の
部
＝
①

三
留
真
理(

き
く
ら
げ
た
っ
ぷ
り
し
ょ

う
が
焼
き
の
た
れ･

縄
沢)

、
②
齋
藤

え
り
か(

食
用
ほ
お
ず
き
の
焼
タ
ル

ト･

芝
草)

▼
農
林
業
振
興
の
部
＝
①

に
し
あ
い
づ
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
普

及
会(

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培)

 

【
高
齢
者･

障
が
い
者
作
品
展
】
▼

も
の
づ
く
り
の
部
＝
①
和
久
井
ス
ミ

子(

ミ
ニ
座
布
団･

10
町
内)

、
②
小

原
桂
子(

あ
け
び
つ
る
手
さ
げ･

宝

川)

▼
芸
術
文
化
の
部
＝
①
小
柴
ヨ

シ
子(

水
墨
画･

下
小
島)

、
②
清
野

ス
ミ(

川
柳･

下
小
島)

▼
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
部
＝
①
に
こ
に
こ
相

談
所(

ち
ぎ
り
絵)

、
②
河
瀬
文
子

(

書･

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス)

今年も喜多方市高郷町の｢たかさと小町太鼓
保存会｣の皆さんがオープニングで勇壮に祭り
ばやしなどを披露し、開幕に花を添えました。

開幕に花を添える

新企画｢マラソン世界記録に挑戦｣では､１～72歳の町内
外からの参加者が１００ｍごとにバトンをつなぎ42.195
㎞を２時間41分37秒で走り切りました。世界記録２時間
２分57秒には惜しくもあと一歩及びませんでした。

バトンつなぎ最後はみんなでゴール

健康がいちばん紅
葉ウォークには県
外のウォーキング
クラブも参加しま
した｡２０８人の参
加者は、さゆり公園
を出発し、５、７、
10㎞のコースにわ
かれて赤や黄色に
染まった鮮やかな
紅葉を見ながら町
内を散策し心地よ
い汗を流しました。

赤や黄色、
色づく秋を堪能

西会津ふるさとまつりフォトギャラリー ２０１４
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第１回創作かかしコンテスト子どもの
部では、髙松�宙

そら

くん(西林東)の作品
｢ベジット｣が大賞を受賞し、伊藤町長
が表彰状を贈りました。

子どもかかし大賞は髙松くん

ステージでは、民俗芸能と民謡の集い、ミニコンサート、ミュージック
フェスタ、さゆりジャズフェスティバルが２日間にわたって繰り広げられ、
ステージ前には聴衆が集まりました。ジャズフェスティバルでは軽快な音
楽に乗った息の合ったダンスが披露され、客席を魅了しました。

華やかなステージイベントに大勢の聴衆

来町した沖縄県大宜味村
の皆さんが、同村特産の
柑
かんきつ

橘シークヮーサーや、
その果汁を原料にした
ジュース、みつなどの加
工品を販売し、来場者の
人気を集めました。

人気集めた
沖縄･大宜味の特産品

35の団体･個人が出展した創作かかし
コンテスト一般の部では、向原集落の
作品、稲をさでに掛ける｢なつかし農作
業風景｣が西会津町長賞に輝きました。

向原集落に西会津町長賞

今年も西会津漁業協同組合の皆さんが２日間、イワ
ナ、ヤマメの塩焼きを販売しました。家族連れらが
香ばしい香りに誘われるように販売ブースを訪れ、
焼きたての川魚を味わいました。

香ばしい香りが会場包む

にしあいづ健康ミネラル野菜市には白菜、大根と
いった秋野菜が並びました。ミネラル野菜普及会の
皆さんは野菜の特徴、料理方法を説明しながら販売
し、新鮮野菜を求める買い物客でにぎわいました。

新鮮野菜求め、にぎわう



ふるさとまつりでは各イベントで抽選券
を配布し、２日間を締めくくり最後に大抽
選会が行われました。１等に選ばれた鈴木
日出子さん(会津若松市)には、伊藤町長か
ら西会津産コシヒカリ１俵が贈られました。
１等は鈴木日出子さん  大抽選会

大勢の観客や出場者が見守る中、
日本記録更新を目指し、小学生は
７㎏の特大の桐ゲタを投げ飛ば
しました。写真は小学生男子の部
で５ｍ72㎝の記録で優勝した
髙橋新

あら

史
し

さん(さゆりが丘)。

小学生は７㎏のゲタ投げ飛ばす

今年就任した大宜味村の宮城功
のり

光
みつ

村長が初めて、ふるさとまつ
りに来町しました。宮城村長は、
本町との相互交流を継続、発展
させて一層絆を深めていきたい
とあいさつしました。

大宜味村 宮城村長が初来町

西会津のローカルヒーロー丞
しょうじん

神デ
ナーショーには親子が集いました。
子どもたちは、お父さん、お母さ
んと一緒に楽しいひとときを過ご
しました。

丞神デナーショーに親子集う

体育館には、出品された米などの穀類、
野菜、果実、キノコなど農家の皆さんの
自慢の農林産物のほか、高齢者･障がい者
の芸術作品、小中学生の図画、書写など
の作品がずらりと展示されました。
自慢の農林産物や作品並ぶ

西会津まるごとマル
シェでは町内のスイー
ツ、お菓子を販売しま
した。ショーケースに
はケーキなどが並び、
甘味を求める来場者
が列をつくりました。

まるごと
 マルシェにも列

西会津ふるさとまつり
フォトギャラリー

� ２ ０１４
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　青色申告制度の普及などに貢献した団体、個人に贈ら
れる全国青色申告会総連合･東北青色申告会連合会表彰
を西会津町青色申告会(鈴木幸一会長)が受賞し、報告の
ため11月５日、鈴木会長と新田ミチ監事が町役場を訪れ
ました。表彰式は10月９日に秋田県で行われました。
　自ら税額を算定し、申告、納税する95の個人事業主で
組織する町青色申告会では昨年、創立50周年記念式典を
開催するなど同会への入会推進や電子申告の普及に努め
てきた実績が評価され、このたびの受賞に至りました。
鈴木会長は､｢今後も個人事業主の健全経営に向け、青色
申告会への加入を推進していきたい｣と抱負を述べました。

　遠隔医療システムによる在宅健康管理の拡充に取り組む
韓国�江

カンウォンド

原道�翰
ハルリム

林大学付属聖心病院を中心とする視察団が
11月５日、来町し、自宅にいながら血圧などを測り保健指
導を受けることができる本町の在宅健康管理システムの運
用状況等を視察しました。郡山地域テクノポリス推進機構
の地域間産業交流支援事業の一環で、同機構と聖心病院の
医療関係者ら約20人が来町しました。視察団は、伊藤町長
や町担当職員から予防医療の健康づくりの取り組み、在宅
健康管理システムの導入経緯や運用状況などの説明を受け
た後、ケーブルテレビ放送センターを視察しました。[写
真＝視察団の皆さんに町の取り組みを説明する伊藤町長]

　県内で唯一、酒の神様を祀
まつ
る松尾神社で11月４日、秋

の例大祭｢上
じょううさい
卯祭｣が行われ、会津管内の蔵元の当主らが

参列し醸造の安全を祈願しました。上卯祭は毎年、新酒
の仕込みを始めるとよいとされる11月の卯の日に行われ
ています。かつては越後杜

とう
氏
じ
が会津の蔵元に向かう途中、

松尾神社を訪れ参拝したといわれています。沼澤文彦宮
司が御神井から水をくんで松尾神社に運び、神事が行わ
れた後、酒蔵の当主らは御神水を受け取り持ち帰りま
した。今年は喜多方酒蔵ツーリズム･モニターツアー参
加者約40人が上卯祭を見学しました。[写真＝御神水を
持って参道を登る沼澤宮司(左)と酒蔵の当主ら]

　10月20日から11月３日まで西会津国際芸術村で、紙の
アート半沢政人創作展が初めて開催され、三島町在住の
半沢さんが紙アートの魅力を紹介しました。この紙アー
トは折りたたんだ紙に鋏

はさみ
を入れ、それを広げて、さらに

折りながら作品を創り出します。創作展では、半沢さん
が東日本大震災の被災者とのかかわりから思い浮かべ描
いた被災地の風景画が展示され、仮設住宅に暮らし、古
里に帰りたくても帰れない被災者の思いを伝えました。
11月１、２日の夜には、作品を光で演出したナイトミュー
ジアムが開かれました。[写真＝作品を手にする半沢さ
んと廊下の天井につり下げて展示された作品]

西会津町青色申告会が全国総連合表彰を受賞

韓国 江原道視察団 町の在宅健康管理を視察研修

醸造の安全祈願  松尾神社｢上卯祭｣

紙アートの魅力紹介  半沢政人創作展



13

　

町
が
、
30
歳
以
上
の
町
民
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
行
っ
た
生
活
習
慣

と
健
康
に
関
す
る
調
査
の
結
果
、

普
段
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て

い
る
人
の
割
合
は
、
左
上
グ
ラ
フ

の
と
お
り
男
女
と
も
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

適
度
な
運
動
は
、
肥
満
や
生
活

習
慣
病
の
予
防
の
み
な
ら
ず
、
心

の
健
康
に
も
効
果
が
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
運
動
に
よ
っ
て
体
力

が
向
上
し
、
寝
た
き
り
予
防
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

交
通
手
段
の
発
達
に
よ
り
、
歩

く
機
会
が
減
り
、
ま
た
、
労
働
の

機
械
化
と
い
っ
た
社
会
環
境
の
変

化
が
運
動
不
足
を
招
き
、
こ
れ
が

肥
満
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
町
で
は
、
町
民
一
人

１
運
動
を
推
進
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
町
民
の
皆
さ
ん
の
運
動
の
習

慣
化
に
向
け
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
体
力
に
自
信
が
な
い
人

で
も
気
軽
に
取
り
組
め
る｢

こ
ゆ
り

ち
ゃ
ん
体
操｣

を
創
作
し
ま
し
た
。

　

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
体
操
は
、
町

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん

ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド
で
お
な
じ
み
の

｢

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
の
歌
」
に
合
わ

せ
て
体
を
動
か
し
ま
す
。
１
番
で
は

上
半
身
、
２
番
で
下
半
身
を
中
心
に

体
を
伸
ば
す
よ
う
健
康
運
動
推
進
員

の
皆
さ
ん
が
考
案
し
ま
し
た
。

　

室
内
で
も
簡
単
に
で
き
る
体
操

で
、
準
備
運
動
や
整
理
運
動
に
お
勧

め
で
す
。

　

町
で
は
今
後
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

運
動
に
取
り
組
む
第
一
歩
に
な
る
よ

う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
、
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
体
操
を
紹

介
し
、
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

�

健
康
支
援
係
☎
45
―
４
５
３
２

①
近
所
１
㎞
以
内
ま
た
は
歩
い
て
15

分
程
度
で
も
自
動
車
を
使
う
。

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

②
歩
く
の
が
遅
い
。

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

③
長
時
間
歩
く
と
、
ひ
ざ
や
腰
が
痛

く
な
る
。�

（�

は
い
・
い
い
え�)

④
休
日
は
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
こ
と

が
多
い
。�

（�

は
い
・
い
い
え�)

⑤
す
ぐ
に
肩
が
凝
る
。

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

⑥
急
い
で
階
段
を
上
る
と
、
ど
う
き

や
息
切
れ
が
す
る
。

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

⑦
片
足
で
立
っ
た
ま
ま
靴
下
を
は
く

こ
と
が
で
き
な
い
。　

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

⑧
家
の
中
で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
る
。

�
(�

は
い
・
い
い
え�)

　

｢

は
い｣

が
２
つ
の

場
合
＝
運
動
不
足
の

始
ま
り
で
す
。

　

｢

は
い｣

が
３
～
５

つ
＝
運
動
不
足
で
す
。

さ
っ
そ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

｢

は
い｣

が
６
つ
以
上
＝
要
注
意
で

す
。
持
病
が
あ
る
場
合
は
医
師
に
相

談
し
、
体
力
に
合
っ
た
運
動
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
に
よ
っ
て
気
分
転
換
や
ス
ト

レ
ス
解
消
、
ま
た
腰
痛
、
ひ
ざ
痛
が

改
善
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
、
風
邪

に
か
か
り
に
く
く
な
る
な
ど
、
生
活

の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
じ
姿
勢
の
時
間
を
減
ら
し
、
血
液

の
循
環
を
良
く
す
る
た
め
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
30
分
に
１
回
は
立
っ
て
動
く
。

◆
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
体
を
伸
ば
す
。

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
。

◆
常
に
良
い
姿
勢
を
意
識
し
、
腹
筋

と
背
筋
に
力
を
入
れ
る
。

◆
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
は
な
く
階
段
を

使
う
。

◆
外
出
す
る
機
会
を
増
や
す
。

　
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
体
操
の
創
作

に
か
か
わ
っ
た
健
康
運
動
推
進

員
の
佐
藤
ト
ミ
子
さ
ん(

上
小

島)

に
聞
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
＝
体
に
負
担
を
か

け
ず
に
、
誰
も
が
で
き
る
よ
う

に
考
え
ま
し
た
。
こ
の
体
操
は

簡
単
で
覚
え
や
す
い
と
思
い
ま

す
。
首
か
ら
順
に
足
首
ま
で
全

身
を
動
か
し
ま
す
。
音
楽
も
親

し
み
や
す
く
、
い
つ
で
も
気
軽

に
で
き
ま
す
の
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
な
ど
で
集
ま
っ
た
際
に
、
ぜ

ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲ 健康づくりイベントで活動する
佐藤トミ子さん(右)

健 康 が
いちばん  いきいきライフ

運
動
を
習
慣
に 

一
人
１
運
動

！

こゆりちゃん体操が完成

町の運動･スポーツをしている人の割合

健康運動推進員インタビュー 体
を
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

運
動
不
足
度

�

チ
ェ
ッ
ク

生
活
の
質
を
ア
ッ
プ

※ 生活習慣と健康に関する調査結果から

判
定



材
料
（
５
個
分
）

　

蒸
し
パ
ン
粉(

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
粉)

�

２
０
０
ｇ

　

か
ぼ
ち
ゃ�

１
０
０
ｇ���������

　

卵�

１
個

　

牛
乳�

１
０
０
㏄

　

カ
ッ
プ(

10
号)�

５
個

作
り
方

　

�

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
皮
と
種
を
取
り
除

き
、
３
分
の
２
を
２
㎝
角
に
切
っ

て
蒸
す
。
残
り
は
１
㎝
く
ら
い
の

角
切
り
に
す
る
。(

堅
い
の
で
注
意)

　

�

②
ボ
ー
ル
に
卵
を
割
り
ほ
ぐ
し
牛

乳
を
加
え
、泡
立
て
器
で
混
ぜ
る
。

　

�

③
②
に
蒸
し
パ
ン
粉
を
少
し
ず
つ

加
え
て
混
ぜ
、
蒸
し
た
か
ぼ
ち
ゃ

を
加
え
る
。

　

�

④
湯
飲
み
茶
わ
ん
に
カ
ッ
プ
を
敷

い
て
③
を
７
分
目
ま
で
ス
プ
ー
ン

で
入
れ
、生
の
角
切
り
の
か
ぼ
ち
ゃ

を
の
せ
る
。

　

�

⑤
④
を
蒸
気
が
上
が
っ
た
蒸
し
器

に
入
れ
て
約
15
分
強
火
で
蒸
す
。

竹
串
を
さ
し
、
き
れ
い
に
抜
け
れ

ば
出
来
上
が
り
。

食
、
昼
食
、
夕
食
の
３
回
で
は
不
足
す
る

栄
養
を
取
る
た
め
の
も
う
一
つ
の
食
事 

｢

お
や
つ｣

は
、
一
度
に
食
べ
ら
れ
る
量
が

少
な
い
幼
児
や
高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
で
、
第
４
の

食
事
と
い
わ
れ
ま
す
。

  

お
や
つ
は
、
１
～
２
歳
児
の
場
合
、
午
前
と
午
後

の
２
回
、
そ
の
ほ
か
の
児
童
や
高
齢
者
は
午
後
１
回
、

時
間
を
決
め
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

  

身
近
な
材
料
を
使
っ
て
親
子
で
楽
し
く
、
お
や
つ

作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
栄
養
面

　

食
事
で
取
り
き
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
、
水

分
を
補
う
。

【
お
や
つ
に
向
く
食
材
】

　

ご
は
ん(

お
に
ぎ
り)

、
果
物
、
牛
乳
、
乳
製
品
、

ふ
か
し
た
サ
ツ
マ
芋
や
、
煮
付
け
た
か
ぼ
ち
ゃ
と

い
っ
た
野
菜
が
お
勧
め
で
す
。

◆
精
神
面

　
普
段
の
食
事
と
は
違
っ
た
食
品
や
調
理
、
盛
り
付
け
、

彩
り
、
香
り
な
ど
食
べ
る
楽
し
さ
を
味
わ
え
ま
す
。

　

ま
た
、
活
発
に
活
動
す
る
幼
児
に
と
っ
て
休
息
や

気
分
転
換
の
時
間
に
な
り
、
さ
ら
に
、
お
や
つ
を
作

る
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
創
造
力
を
伸
ば
す
機
会

に
な
り
ま
す
。

◆
し
つ
け
の
面

　
手
洗
い
や
あ
い
さ
つ
な
ど
の
習
慣
、食
事
の
マ
ナ
ー
、

食
べ
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝お
や
つ
の
役
割

● おやつを食べた後、昼食、夕食まで２時間以上
あけ、次の食事に影響がないようにしましょう。

　ジュース類など甘い飲み物も食事に影響します。
●糖分、塩分が多いものはなるべく控えましょう。
●牛乳、果物などいろいろ組み合わせましょう。
● きちんとテーブルに着いて食べる習慣をつけ

ましょう。

　

手
作
り
の
お
や
つ

は
安
全
で
お
い
し
い

の
で
お
勧
め
で
す
！

お
や
つ
の

　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

14

優しい

甘さの

かぼちゃ

蒸しパン 17

糖質、タンパク質、ビタミンＣ、カルシウムを取れる

かぼちゃのおいしさが詰まった一品
調理時間 
約30分

親
子
で
、お
や
つ
作
り

心
と
体
を
は
ぐ
く
む

シ
リ
ー
ズ

●
第
４
の
食
事｢

お
や
つ｣

を
考
え
る

チャレンジ！！
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今
年
の
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
県
内

59
市
町
村
か
ら
、
複
数
市
町
村
で
混

成
す
る
１
チ
ー
ム
を
含
め
、
53
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
白
河
市
の
し
ら
か
わ

カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競

技
場
か
ら
福
島
市
の
県
庁
前
ゴ
ー
ル

ま
で
16
区
間
95
・
１
キ
ロ
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

　

大
会
前
日
の
15
日
、
白
河
市
中
央

体
育
館
で
開
会
式
が
開
か
れ
、
大
田

沙
莉
奈
選
手
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を
、
佐

藤
茂
哉
選
手
が
町
旗
を
持
っ
て
先
導

し
、
町
チ
ー
ム
は
力
強
く
入
場
行
進

し
ま
し
た
。
代
表
で
大
田
沙
莉
奈
選

手
が
内
堀
県
知
事
か
ら
た
す
き
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
、
白
河
の
最
低
気
温
は

５
度
と
肌
寒
く
感
じ
ま
し
た
が
、
日

中
は
日
差
し
が
照
っ
て
絶
好
の
駅
伝

日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
連
続
１
区
を
務
め
た
大
田
沙

莉
奈
選
手
は
、
昨
年
よ
り
５
つ
順
位

を
上
げ
、
45
位
で
た
す
き
を
渡
し
、

順
調
に
滑
り
出
し
ま
し
た
。
続
く
２

区
の
佐
藤
茂
哉
選
手
は
区
間
37
位
の

走
り
で
、
39
位
に
上
げ
、
３
区
の
伊

藤
亜
久
里
選
手
も
順
位
を
維
持
し
ま

し
た
。
一
般
男
子
の
強
豪
が
そ
ろ
う

４
区
で
44
位
に
順
位
を
落
と
し
、
そ

の
後
、
40
位
台
半
ば
の
走
り
が
続
き

ま
し
た
。
15
区
の
熊
倉
美
咲
選
手
は

初
出
場
に
も
か
か
わ
ら
ず
区
間
33
位

と
チ
ー
ム
内
最
高
順
位
で
タ
イ
ム
短

縮
に
貢
献
し
ま
し
た
。
伊
藤
拓
也
選

手
が
２
年
連
続
で
ア
ン
カ
ー
を
務
め
、

県
庁
前
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま

し
た
。

　

中
継
所
や
ゴ
ー
ル
に
は
、
町
実
行

委
員
会
主
催
の
ツ
ア
ー
な
ど
で
町
民

の
皆
さ
ん
が
応
援
に
駆
け
付
け
、
選

手
に
熱
い
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
町
内
で
開
か
れ
た

解
団
式
で
は
、
鈴
木
監
督
が
来
年
の

さ
ら
な
る
躍
進
を
誓
い
ま
し
た
。

公民館だより

１
区　

大
田
沙
莉
奈

�
(

西
会
津
中
２
年･

縄
沢)

２
区　

佐
藤　

茂
哉

�
(

米
沢
中
央
高
１
年･

芝
草)

３
区　

伊
藤
亜
久
里

�
(

西
会
津
中
１
年･

牧)

４
区　

伊
藤　
　

峻

�
(

喜
多
方
高
１
年･

塩)

５
区　

長
谷
川　

陸

�
(

西
会
津
高
３
年･

さ
ゆ
り
が
丘)

６
区　

市
橋　

卓
磨

�
(

会
津
高
２
年･

上
野
尻)

７
区　

江
川　

遥
人

�
(

西
会
津
中
２
年･

芝
草)

８
区　

増
子　

泰
成

�
(

西
会
津
中
３
年･

さ
ゆ
り
が
丘)

９
区　

上
野　

真
実

�
(

西
会
津
中
２
年･

橋
屋)

10
区　

薄
上　

南
平

�
(

秋
田
県
立
大
４
年･

上
小
島)

11
区　

大
田　

聖
羅

�
(

喜
多
方
高
１
年･

縄
沢)

12
区　

渡
部　

貴
之

�
(

自
衛
隊
多
賀
城･

上
小
島)

13
区　

渡
部　

和
之

�
(

喜
多
方
消
防
署･

上
小
島)

14
区　

平
野　

大
夢

�
(

喜
多
方
桐
桜
高
１
年･

１
町
内)

15
区　

熊
倉　

美
咲

�
(

西
会
津
中
２
年･

新
町)

16
区　

伊
藤　

拓
也

�
(

海
上
自
衛
隊･

牧)

監
督　

鈴
木　
　

洋(

軽
沢)

コ
ー
チ　

佐
藤　

正
光(

下
小
島)

コ
ー
チ　

雅
楽
川
隼
人(

宝
川)

チームメンバー紹介 敬称略

　写真＝④３年連続で最長の10区を駆けた薄上南平さん／⑤高校
生エースがそろう２区で区間37位の走りを見せた佐藤茂哉さん

　写真＝①初出場で健闘した長谷川陸
さん／②区間37位と好走した渡部和
之さん／③ゴールする伊藤拓也さん

　

今
年
で
26
回
目
を
迎
え
た
晩
秋
の
福
島
の
恒
例
行
事
、
市
町
村
対
抗
福
島
県

縦
断
駅
伝
競
走
大
会｢

ふ
く
し
ま
駅
伝｣

が
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

25
回
連
続
出
場
の
西
会
津
町
チ
ー
ム
は
、
総
合
46
位
と
昨
年
よ
り
順
位
を
１
つ

下
げ
ま
し
た
が
、
総
合
タ
イ
ム
を
１
分
以
上
縮
め
健
闘
し
ま
し
た
。

た
す
き
つ
な
い
だ
16
人

白
河･

福
島
間
で
力
走
披
露

⑤④

①

② ③
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雅楽川   哲さん ［宝川］
 う　た  がわ 　    てつ

あなたの趣味は？
　スニーカー収集､ツーリング

特技は？
　目をつぶり３分で寝ること

熱中していることは？
　ソフトボール

自分を一言で表現すると？
　｢口から先に生まれてきた
ようだ｣と言われます

最近感動したことは？
　身長が少し伸びたこと

あなたのモットーは？
　好きなことには、お金を
惜しまない

これからやってみたいことは？
　大型二輪免許を取りたい

次の方を紹介してください
　Ｈ・Ｈさん（橋屋）

12 2014
December

さ ゆ り 中 学

　ここでは西会津中学校の生徒の
皆さんに、自分が思い描く夢や目
標を話してもらっています。
　今月は、生徒会の会長を務める

２年·上野真実さんです。

わたしの夢――
 「将来の夢は、自衛官になるこ
とです。小学生のころ大雪で国
道49号がストップしてしまった
とき、陸上自衛隊の人たちが救
助にあたったという新聞記事に
心を打たれ、そんなふうに人や
国のために働きたいと思ったからです。縁の下の力持ちのような存
在になって、一つでも多くの笑顔を守りたいです｣

努力していること――
 「部活の剣道と勉強を両立させることです。どちらかに偏らないよ
うに切り替えをしっかりして一つ一つのことに集中するよう心掛け
ています。学校のため生徒会長としても頑張りたいです｣

未来の自分に一言――
 「つらいこと、苦しいことは、いっぱいあります。それは自分を成長
させるものです。つらいことなどは、きっと何倍もの良いことになっ
て返ってきます。最後まであきらめずに頑張ってください」

まな み

　大
切
な
も
の
は
？
『
中
学
の
と
き

か
ら
使
っ
て
い
る
グ
ロ
ー
ブ
。
つ
ら

い
練
習
を
共
に
乗
り
越
え
頑
張
っ
て

き
た
宝
物
で
す
』

（９月30日学習会）

星

　多
恵
子
（
９
町
内
１
）

買
物
は
稲
穂
の
平
風
と
行
く

白
井

　重
子
（
白

　坂
）

ポ
ッ
チ
ャ
ン
と
一
人
旅
す
る
胡
桃
か
な

栗
飯
に
思
ひ
を
つ
な
ぐ
母
の
味

藤
田

　静
子
（
上
野
尻
）

井
上

　洋
子
（
さ
ゆ
り
が
丘

）

強
風
に
寄
す
る
白
波
そ
ば
の
花

長
谷
川
清
子
（
下
小
屋
）

も
て
も
て
の
気
候
予
報
士
台
風
禍

武
藤
奈
美
恵
（
上
小
島
）

秋
深
し
一
枚
重
ね
仕
事
行
く

にった    しょうへい
新田  翔平さん（11月号）からメッセージ

これからもよろしくね。また怖い話を聞きたいな。
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問い合わせ先

まちの人口��～11月１日現在～　(前月比)
人　口�　　　��７，１３６人　�（－１１人)
　男�　　　　��３，４２９人　�（－　３人)
　女�　　　　��３，７０７人　�（－　８人)
世　帯�　　　��２，７６６世帯　�（－　２世帯)

戸籍の窓口  ～10月受付分～�〈敬称略〉

　健康保険の制度改正に伴い、来年１月から
国保に加入する70歳未満者の高額療養費の
自己負担限度額が下記のとおり変わります。
　70歳以上75歳未満の皆さんの限度額に変
更はありません。
【本年12月現在】

所得要件 自己負担の限度額
　基礎控除後の
総所得金額等が
600万円を超える
世帯

３回まで＝150,000円
＋(総医療費－500,000
円)×１％
４回目以降＝83,400円

　基礎控除後の
総所得金額等が
600万円以下の
世帯

３回まで＝80,100円＋
(総医療費－267,000
円)×１％
４回目以降＝44,400円

　住民税が非課
税の世帯

３回まで＝35,400円
４回目以降＝24,600円

➡
【平成27年１月以降】

所得要件 自己負担の限度額
　基礎控除後の
総所得金額等が
901万円を超える
世帯

３回まで＝252,600円
＋(総医療費－842,000
円)×１％
４回目以降＝140,100円

　基礎控除後の
総所得金額等が
600万円を超え901
万円以下の世帯

３回まで＝167,400円
＋(総医療費－558,000
円)×１％
４回目以降＝93,000円

　基礎控除後の
総所得金額等が
210万円を超え600
万円以下の世帯

３回まで＝80,100円＋
(総医療費－267,000
円)×１％
４回目以降＝44,400円

　総所得金額等
が210万円以下の
世帯(住民税非課
税世帯を除く)

３回まで＝57,600円
４回目以降＝44,400円

　住民税が非課
税の世帯

３回まで＝35,400円
４回目以降＝24,600円

問い合わせ先���健康福祉課���☎４５－２２１４

70
歳
未
満｢

国
保
加
入
者｣

の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

以下は広告です。内容については、広告主へお問い合わせください。

お誕生おめでとう
佐　藤　蓮

れん

　信
しん

くん�　　信英・香織　　　滑　沢
佐　藤　正

しょう

　英
えい

くん�　　厚・雅子　　　　向　原

ご結婚おめでとう
長谷川　大　樹　　　　１町内
一　登　菜　美　　　　楢木平

田　崎　新　悟　　　　森　野
小檜山　美　香　　　　喜多方市

仲　川　徳　清　　　　平　明
佐　藤　綾　子　　　　川俣町

お悔やみ申し上げます
須　藤　ハ　ル（90）　　洋　　�祖母�　２町内
甲　斐　ト　ヨ（103）　苙　一　 母 　４町内
佐　藤　政　一（89）　政　雄　 父 　出ヶ原
長谷川　九　郎（85）　雄　二　�祖父�　軽　沢
齋　藤　良　悦（81）　悦　郎　 父 　上野尻
髙　津　太　郎（84）　菊地和行　 父 　端　村
葊　瀨　　　理（75）　　仁　　 父 　白　坂
小　原　行　平（80）　博　明　 父 　宝　川
齋　藤　キク子（83）　𡈽屋金一　 母 　熊　沢

　会津管内の13市町村と福島県では、個人
住民税の特別徴収を推進するため、来年４
月から、法令要件に該当し、従業員に給与
を支払うすべての事業主の皆さんを特別徴
収義務者に指定します。特別徴収義務者に
は、従業員に支払う毎月の給与から個人住
民税を差し引いて町に納めてもらうことに
なります。ご理解とご協力をお願いします。
　�町民税務課　☎４５－２２１２

平成27年１月から制度改正

個人住民税の特別徴収義務者を指定

問

事
業
主
の
皆
さ
ん

 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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西会津国際芸術村公募展2014から

2 0 1 4（平成 2 6 年）

　採れたてのミネラル野菜
を交流物産館よりっせなど
で販売し､ミネラル栽培の普
及拡大､さらに食育などに取
り組んできた「にしあいづ
健康ミネラル野菜普及会｣が､今年度の豊かなむらづくり全国
表彰で農林水産大臣賞に輝きました。11月６日、サツマ芋の収
穫に集まった会員の皆さんは受賞の喜びを分かち合いました。

　11月号に引き続き第９回西会津国際芸術村公募展2014の入賞
者に伺いました。今月は、一般の部で大賞に選ばれた永井祥浩
さんのインタビューを受賞作品とともに紹介します。

12

　
　

�

の
た
び
西
会
津
国
際
芸
術
村
公

募
展
で
大
賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
の
皆

様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
時
か
ら
二
十
歳
前
ま
で
、
私

は
い
わ
き
市
で
暮
ら
し
て
い
た
た
め
、

懐
か
し
さ
や
親
し
み
を
覚
え
、
こ
の

公
募
展
へ
の
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で

国
際
芸
術
村
を
訪
れ
、
ほ
ん
わ
か
と

し
た
雰
囲
気
に
心
が
和
み
、
温
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

こ

　

以
前
、
あ
る
画
家
の
画
歴
の
欄
で
、

こ
の
公
募
展
の
名
前
を
見
掛
け
た
こ

と
が
あ
る
の
で
、
制
作
に
取
り
組
む

人
た
ち
に
着
実
に
浸
透
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
か
か
わ
っ
た
者
と
し
て
国

際
芸
術
村
の
一
層
の
発
展
、
さ
ら
に

福
島
県
の
復
興
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
し
た
作
品
は
日
本
画
で
、
古

い
記
憶
を
手
繰
る
う
ち
に
心
の
中
に

見
え
て
き
た
景
色
を
描
き
ま
し
た
。

制
作
に
は
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま

し
た
。　

来
年
３
月
に
は
友
人
と
二

人
展
を
東
京
で
開
催
す
る
予

定
で
、
そ
れ
に
向
け
、
し
っ

か
り
作
品
を
仕
上
げ
る
こ
と

が
当
面
の
目
標
で
す
。
今
回

の
受
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
ま

た
、
骨
身
を
削
っ
て
制
作
に

あ
た
る
全
国
の
数
多
く
の
画

家
と
競
え
る
よ
う
に
さ
ら
に

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　国際芸術村公募展2014は、９月20日から10月16日ま
で西会津国際芸術村で開かれ、芸術家を目指す学生や美
術愛好家の皆さんから寄せられた作品が旧新郷中学校の
校舎を埋め尽くしました。
　大賞に次ぐ準大賞には、青少年の部は、宮城県宮城野
高等学校２年・阿部汐

きよ

夏
か

さんの作品｢真剣｣(上写真一番
左)が、一般の部では、新潟県新潟市の会田華

は る な

瑠那さん
の｢ソナチネ｣(上写真左から２番目)が選ばれました。
　東京･巡回展は11月８日から８日間、世田谷区で開か
れ、入賞作品が展示･紹介されました。

永
なが

井
い

 祥
よしひろ

浩 さん

愛知県岡崎市在住。今回｢ショウ｣
で大賞に輝く。
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大賞受賞作品｢ショウ｣


